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私は、光と金属の相互作用を利用したプラズモニクス研究に取り組んでい
ます。金属中の自由電子が光と共鳴的に振動することにより、金属表面近傍
に入射光強度の数十倍以上に増強された光の場が生成されます。本研究は、
この光増強場を利用した光反応の高効率化を目的とし、高感度カメラや高輝
度ディスプレイの開発、ナノ材料を光で観察できる超解像イメージングデバ
イスの開発などの研究に取り組んでいます。
さらに、これら新規デバイス開発の基盤技術となる金属ナノ構造体の作製
にも取り組んでいます。これまで、電子線リソグラフィ法を駆使した超高精
細金属ナノ構造体の作製や、化学合成法を利用した結晶性金属微粒子の作製、
超短パルスレーザー還元法による金属ナノ構造体の作製等、様々な方法によ
る金属ナノ構造作製技術を確立してきました。応用するデバイスの目的に応
じて、各デバイスに有用な金属形状をシミュレーションしながらデザインし、
開発しています。

私はこれまでに近接場光学、プラズモニクスを専門として研究に従事してきました。世界で初めて提案した金
属ナノレンズは、従来のレンズの常識を覆し、屈折現象を使いません。光を表面プラズモンと呼ばれる金属中の
自由電子の振動として伝えることにより、これまで見ることのできなかったナノサイズの物体の光学情報が得ら
れます。今後もこれまでの常識に捉われることなく、新しい技術、現象を創出したいと思います。
私は自身のやりたいこと、自身が興味をもっていることを研究開発していますが、人々に興味をもっていただ
けるような研究、世の中に還元できる研究であるよう常に心がけています。研究室の学生にも、自身の研究テー
マに興味をもって取り組んでいただき、自由な発想にて創造性に満ちた人材になっていただけるよう日々教育研
究に取り組んでいます。
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“プラズモニクス”

図１　表面プラズモン共鳴概念図

図３　結晶性銀ナノワイヤのSEM像

図２　電子線リソグラフィにより作製した銀
ナノディスクアレイの光学像と拡大SEM像
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